
同
窓
会
報
告
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同
窓
会
の
歩
み

 
 

新
津
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
は
、
学

校
創
立
後
の
第
一
回
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
昭
和
四
十
一
年
三
月
七
日
に
設
立

さ
れ
、
今
日
ま
で
母
校
の
発
展
と
会
員

相
互
の
親
睦
を
目
的
に
活
動
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。

 
 

毎
年
の
活
動
は
、
同
窓
会
報
等
で
そ

の
都
度
紹
介
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
部
分
は
過
去
の
資
料
に
譲
り
、
今
回

母
校
創
立
五
十
周
年
に
当
た
り
、
最
近

十
年
間
の
こ
と
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介

し
ま
す
。

 
 

平
成
十
四
年
度
に
工
業
高
校
創
立
四

十
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
た
あ
と
、

新
潟
県
下
の
工
業
高
校
の
統
廃
合
と
学

科
再
編
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
我
が

母
校
も
電
子
科
、
電
気
科
が
閉
科
と
な

り
、
機
械
科
、
機
械
シ
ス
テ
ム
科
が
発

展
的
に
改
編
さ
れ
、
現
在
、
工
業
マ
イ

ス
タ
ー
科
、
生
産
工
学
科
、
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
科
、
日
本
建
築
科
の
四
学
科
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
、

私
た
ち
卒
業
生
は
、
新
津
工
業
高
校
が

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
代
学
校
長

を
始
め
関
係
者
皆
様
の
ご
尽
力
で
専
門

性
の
高
い
学
科
へ
と
新
し
い
歩
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
母
校
が
今
の
時
代
に
先

進
的
な
特
徴
あ
る
工
業
高
校
と
し
て
以

前
に
も
ま
し
て
注
目
さ
れ
る
学
校
へ
と

展
開
し
て
い
る
こ
と
は
同
窓
生
と
し
て

誠
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

 
 

こ
の
十
年
間
、
そ
の
節
々
に
、
私
た

ち
同
窓
会
も
精
い
っ
ぱ
い
の
支
援
・
協

力
を
惜
し
ま
ず
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
部

活
動
支
援
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
寄

贈
、
四
十
周
年
記
念
事
業
や
電
子
科
・

電
気
科
閉
科
の
記
念
事
業
、
こ
れ
ら
に

は
同
窓
会
と
し
て
も
卒
業
生
や
旧
・
現

職
員
の
方
々
か
ら
貴
い
募
金
を
い
た
だ

き
、
実
行
委
員
会
の
皆
様
と
協
同
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
を
飾
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
電
子
科

閉
科
で
は
校
歌
の
一
節
「
工
業
を
も
て

人
を
益
せ
ん
」
と
揮
毫
し
た
記
念
碑
の

建
立
、
電
気
科
閉
科
で
は
生
徒
海
外
派

遣
研
修
事
業
の
実
施
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
式
典
に
は
創
立
当
時
か
ら
勤
務

さ
れ
た
先
生
方
も
大
勢
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
新
設
校
な
ら
で
は
の
多
く
の
困

難
を
克
服
し
て
こ
ら
れ
た
当
時
青
年
教

師
皆
様
の
熱
い
思
い
を
伺
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
教
え
子
で
あ
る
私
た
ち
も

ま
た
、
当
時
の
恩
師
の
方
々
の
心
意
気

を
深
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
ま
し
た
。

 
 

い
く
つ
か
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、

特
筆
す
べ
き
は
生
徒
海
外
派
遣
事
業
で

し
ょ
う
。
平
成
十
八
年
度
、
電
気
科
閉

科
事
業
の
一
環
と
し
て
設
け
た
基
金
を

基
に
、
平
成
十
九
年
度
、
二
十
年
度
と

二
年
間
に
渡
り
計
十
名
の
生
徒
を
同
窓

生
引
率
の
も
と
、
中
国
上
海
、
韓
国
ソ

ウ
ル
に
派
遣
し
国
際
的
な
視
野
で
物
作

り
の
現
場
を
見
る
と
い
う
貴
重
な
体
験

学校へマイクロバスを寄贈
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を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
同
窓
会
組
織
は
、
卒
業
生
の

多
方
面
で
の
活
躍
を
基
に
、
職
域
、
地

域
で
の
同
窓
会
支
部
が
形
成
さ
れ
、
日

常
的
に
は
支
部
の
皆
様
の
活
動
に
よ
っ

て
会
の
運
営
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
よ
り
、
新
し
い
支
部
形
成
に
も
力

を
注
ぎ
、
新
設
支
部
へ
の
支
援
、
ま
た

支
部
の
皆
様
か
ら
は
日
ご
ろ
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
と
共
に
、
母
校
の
節
目
ご

と
に
は
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
感
謝
な
こ
と
で
し

た
。

 
 

ま
た
、
同
窓
会
が
母
校
を
応
援
す
る

た
め
の
経
済
的
基
盤
を
整
え
る
た
め
、

卒
業
生
か
ら
の
同
窓
会
費
追
徴
を
平
成

二
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

組
織
と
し
て
も
経
済
的
な
体
力
を
持
つ

必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
同
窓
会
を
充
実
さ
せ
、
母

校
に
学
ぶ
後
輩
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
一
月
に
は
、
学
校
後

援
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
し
て
同
窓
会
が
母
校

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
員
会
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
新
津
工
業
高
等
学

校
半
世
紀
の
歩
み
を
記
念
す
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
母
校
の
未
来
へ
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
場
と
な
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

 
 

日
本
の
経
済
成
長
時
代
に
合
わ
せ
て

出
発
し
た
新
津
工
業
高
等
学
校
で
あ
り

ま
す
が
、
時
代
と
と
も
に
変
遷
を
辿
っ

た
こ
と
は
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
と
お
り
で

す
。
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
も
「
工

業
を
も
て
人
を
益
せ
ん
」
と
す
る
精
神

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
も

の
と
信
じ
ま
す
。
私
た
ち
同
窓
会
は
こ

れ
か
ら
も
、
母
校
の
発
展
の
た
め
、
後

輩
の
活
躍
の
た
め
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
支
援
を
惜
し
ま
ず
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

47

平成18年  電気科閉科式典
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平
成
19
年
度(

第
１
回)

生
徒
海
外
派
遣
研
修

リニア搭乗後　龍陽路駅で

上海大众工業学校
背後には軍事訓練中

上海徐浦標準件有限公司
旋盤の指導を受ける研修生たち

上海汽車博物館
お気に入りの汽車の前で

主
な
視
察
研
修
内
容

①｢

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー｣

乗
車
体
験
。

 
 

上
海
浦
東
国
際
空
港
か
ら
市
内
龍
陽

路
駅
ま
で
の
40
㎞
を
８
分
で
連
絡
、
振

動
も
な
く
乗
り
心
地
の
良
い
時
速
４
０

０
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。

②｢
上
海
大
众
工
業
学
校｣

へ
の
表
敬
訪

問
。

 
 

こ
こ
は
、
中
国
国
家
級
重
点
学
校
に

指
定
さ
れ
る
工
業
系
学
校
で
、
中
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
が
３
学
年

で
５
，
０
０
０
人
。
丁
度
訪
れ
た
時
は

軍
事
訓
練
の
最
中
、
国
家
の
空
軍
の
職

業
軍
人
が
学
校
に
出
向
き
指
導
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
緊
張
感
と
連
帯
感
を
養

成
し
、
努
力
し
て
学
ぶ
気
構
え
を
植
え

つ
け
さ
せ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
雰

囲
気
に
研
修
生
た
ち
は
し
ば
ら
く
言
葉

も
な
く
、
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
。

日
本
の
学
校
教
育
に
比
べ
国
家
の
た
め

と
い
う
精
神
が
色
濃
く
出
て
い
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
一
人
一
人
の
生
徒
の

能
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
強
い
意
志
が

随
所
で
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

③
「
Ｆ
１
サ
ー
キ
ッ
ト
場
」
と
「
上
海

汽
車
博
物
館
」
の
施
設
見
学
。

　

年
１
回
の
Ｆ
１
レ
ー
ス
を
ま
じ
か
に

控
え
た
サ
ー
キ
ッ
ト
場
で
は
、
数
台
の

マ
シ
ン
が
鋭
い
轟
音
を
響
か
せ
な
が
ら

目
の
前
を
疾
走
。
ま
た
汽
車
博
物
館
に

は
、
草
創
期
か
ら
近
代
に
至
る
数
多
く

の
自
動
車
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
の
施
設
も
研
修
生
た
ち
の
好
奇
心
を

十
分
満
足
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

④
中
国
独
資
の
工
業
部
品
製
造
工
場｢

上

海
徐
浦
標
準
件
有
限
公
司｣

の
視
察
。

 
 

「
上
海
徐
浦
標
準
件
有
限
公
司
」
は

創
立
し
て
13
年
、
現
在
社
員
は
４
０
０

人
ほ
ど
の
工
場
で
、
建
築
に
使
う
「
ネ

ジ
」
や
「
ボ
ル
ト
」
等
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
工
作
機
械
は
全
体
的
に
か
な
り

古
く
、
騒
音
、
油
煙
、
粉
塵
な
ど
決
し

て
良
い
と
は
い
え
な
い
環
境
の
中
、
従

業
員
は
防
護
具
も
着
装
も
な
し
で
、
一

生
懸
命
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

―
 

中 

国 

上 

海 

編 ―

  

こ
の
研
修
制
度
は
、
平
成
18
年
に
行
わ
れ
た
新
津
工
業
高
等
学
校
電
気
科
閉
科
記

念
事
業
に
お
い
て
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
が
「
生
徒
海
外
派
遣
研
修
基
金
」

と
し
て
運
営
さ
れ
、
平
成
19
年
８
月
に
始
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

  

第
１
回
目
は
夏
休
み
の
最
終
週
と
な
る
８
月
29
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
３
泊
４

日
の
行
程
で
、
中
国
上
海
市
へ
出
か
け
て
来
ま
し
た
。

  

構
成
メ
ン
バ
ー
は
機
械
科
３
年
生
２
名
、
機
械
シ
ス
テ
ム
科
３
年
生
２
名
の
研
修

生
４
名
と
、
同
窓
会
員
を
中
心
と
し
た
引
率
者
５
名
の
計
９
名
で
し
た
。
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浦東空港で通訳の朶さんと 工業学校実習センター建物

工場応接室

素
材
か
ら
一
つ
一
つ
の
工
程
を
経
て
、

大
小
様
々
な
ボ
ル
ト
類
が
出
来
上
が
っ

て
い
く
過
程
を
、
従
業
員
の
息
遣
い
を

感
じ
る
ほ
ど
間
近
に
見
て
回
れ
た
こ
と

は
、
機
械
を
学
ぶ
研
修
生
た
ち
に
も
大

き
な
収
穫
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

⑤
そ
の
他
見
学
、
観
光
な
ど

 
 

他
に
も
上
海
の
歴
史
的
建
造
物
や
博

物
館
な
ど
、
各
施
設
へ
の
見
学
が
で
き

た
こ
と
や
、
文
化
・
芸
術
に
関
し
て
も

大
変
有
意
義
な
経
験
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

参
加
し
た
４
人
の
研
修
生
か
ら
、

 
 

「
上
海
の
工
業
高
校
の
み
ん
な
は
や

る
気
が
あ
っ
て
私
た
ち
に
は
な
い
高
度

な
技
術
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
実
際
に

見
て
分
か
っ
た
。
日
本
人
の
工
業
高
校

生
も
負
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。｣

「
中
国
雑
技
団
を
生
で
見
て
感
動
し
ま

し
た
。
そ
し
て
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。｣

「
高
層
ビ
ル
が
建
っ
て
い
る
下
で
お
金

を
恵
ん
で
く
れ
と
い
わ
れ
て
、
貧
富
の

差
が
と
て
も
激
し
い
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
」

「
工
場
の
機
械
は
古
い
け
れ
ど
、
や
っ

て
い
る
こ
と
は
技
術
の
あ
る
仕
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
」

等
々
，
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

希
望
を
持
っ
て
参
加
し
た
生
徒
達
だ

け
で
な
く
、
同
行
し
た
者
も
含
め
９
人

全
員
が
、
こ
こ
で
感
じ
る
考
え
方
は
異

な
る
に
せ
よ
、
「
世
界
の
工
場
、
世
界

の
市
場
。
中
国
」
の
実
情
と
様
々
な
格

差
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
へ

行
っ
た
こ
と
で
日
本
を
見
直
す
良
い
チ

ャ
ン
ス
に
も
つ
な
が
り
、
将
来
何
ら
か

の
形
で
今
回
の
訪
中
体
験
が
役
立
つ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
平
成
19
年
度(
第
１
回)

生
徒
海
外
派

遣
研
修･

報
告
書
よ
り
》

参
加
者
氏
名

〈
研
修
生
４
名
〉

田  

邉  

公  

一

森  

山  

貴  

人

石  

川  

直  

樹

佐
久
間  

和  

明

〈
随
行
者
５
名
〉

岡  

村      

茂

石  

黒  

利  

幸

斎  

藤      

靖

島  

倉      

弘

島  

倉      

基

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
２
組
（
機
械
シ
ス
テ
ム
科
）

  

３
年
２
組
（
機
械
シ
ス
テ
ム
科
）

（
推
進
会
議
議
長
）

（
推
進
会
議
委
員
）

（
推
進
会
議
事
務
局
長
）

（
推
進
会
議
会
計
）

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー(

大
学
生)

）
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新潟県ソウル事務所からの説明会

真剣に説明を聞く研修生たち
(三友システム)

社長(２列目センター)と一緒に
記念撮影(ＭＣＴＥＣＨ)

平
成
20
年
度(

第
２
回)

生
徒
海
外
派
遣
研
修

主
な
視
察
研
修
内
容

①
「
自
由
の
橋
」
、
「
鳥
頭
山
（
オ
ド

ゥ
サ
ン
）
統
一
展
望
台
」
見
学
。

 
 

自
由
の
橋
は
イ
ム
ジ
ン
川
に
架
か
る

唯
一
の
橋
で
、
許
可
な
く
出
入
り
で
き

る
最
後
の
地
点
。
ま
た
、
統
一
展
望
台

か
ら
は
高
倍
率
望
遠
鏡
で
イ
ム
ジ
ン
川

対
岸
の
北
朝
鮮
の
村
を
の
ぞ
く
こ
と
が

で
き
、
北
朝
鮮
の
現
状
を
実
感
し
て
き

ま
し
た
。

　
②
「
新
潟
県
ソ
ウ
ル
事
務
所
」
か
ら
の

説
明
会

　

宿
泊
ホ
テ
ル
へ
坂
井
所
長(

新
潟
県
よ

り
出
向)

と
伊
藤
次
長(

新
潟
市
よ
り
出

向)
を
お
招
き
し
、
韓
国
の
基
本
的
な
情

報
や
、
経
済
・
労
働
状
況
な
ど
興
味
深

い
お
話
を
い
ろ
い
ろ
と
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

③
仁
川
市
「
三
友
シ
ス
テ
ム
」
企
業
視

察
。

 
 

「
三
友
シ
ス
テ
ム
」
は
１
９
９
６
年

創
業
、
従
業
員
20
人
の
小
規
模
な
工
場

で
、
社
長
家
族
が
中
心
と
な
り
外
国
人

労
働
者
を
数
多
く
採
用
し
て
い
ま
す
。

工
場
内
に
は
金
型
製
造
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
射
出
の
機
械
な
ど
を
設
備
し
、
キ
ャ

ス
タ
ー
の
製
造
・
卸
販
売
や
、
様
々
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
を
製
造

し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で

事
業
拡
大
し
て
い
る
企
業
で
し
た
。

④
安
山
市
「
株
式
会
社
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ｣

企
業
視
察
。

 
 

「
株
式
会
社
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」
は
２

０
０
０
年
創
業
、
従
業
員
は
50
人
で
、

精
密
な
電
子
回
路
基
盤
を
製
造
す
る
会

社
で
す
。
中
国
・
瀋
陽
に
も
工
場
を
持

ち
、
海
外
の
仕
事
も
数
多
く
こ
な
し
ま

す
。
日
本
語
を
話
す
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の

説
明
で
研
修
生
も
大
変
興
味
深
く
工
場

内
を
見
学
、
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
競
争
力
あ
る
商
品
開
発
を
通
じ

て
顧
客
か
ら
信
頼
を
受
け
る
企
業
で
あ

り
た
い
」
と
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
技
術
を
持
つ
元
気
の
あ
る
企
業
で

し
た
。

⑤
「
Ｎ
ソ
ウ
ル
タ
ワ
ー
」
「
復
元
さ
れ

た
清
渓
川
」
、
「
景
福
宮
」
見
学
、
観

光
。

 
 

Ｎ
ソ
ウ
ル
タ
ワ
ー
展
望
台
か
ら
の
素

晴
ら
し
い
夜
景
や
、
蘇
っ
て
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
た
清
渓
川
の
散
歩
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
１
３
９

―
 

韓
国
ソ
ウ
ル
市
近
郊
編 ―

  

平
成
20
年
８
月
、
「
生
徒
海
外
派
遣
研
修
基
金
」
に
よ
る
第
２
回
生
徒
海
外
派
遣

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
と
な
る
中
国
上
海
市
近
郊
に
続
き
、
第
２
回
目
は
８
月
21
日
か
ら
23
日

ま
で
の
２
泊
３
日
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
及
び
仁
川
市
、
安
山

市
へ
で
か
け
て
来
ま
し
た
。

  

構
成
メ
ン
バ
ー
は
機
械
科
３
年
生
５
名
、
機
械
シ
ス
テ
ム
科
３
年
生
１
名
の
研
修

生
６
名
と
、
同
窓
会
員
を
中
心
と
し
た
随
行
者
６
名
の
計
12
名
で
し
た
。
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専用バス内  通訳・朱さん(左女性)

当時の衣装を着ての記念撮影(景福宮)

５
年
に
建
設
さ
れ
国
の
史
跡
に
も
指
定

さ
れ
る
景
福
宮
で
は
、
憲
兵
の
交
代
式

や
数
々
の
文
化
財
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

日
本
か
ら
観
光
で
来
た
と
い
う
当
時
の

衣
装
を
纏
っ
た
２
人
の
キ
ュ
ー
ト
な
女

性
と
記
念
撮
影
で
き
た
こ
と
も
良
い
お

土
産
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
６
人
の
研
修
生
か
ら
、

 
 

「
企
業
視
察
を
通
じ
て
、
韓
国
独
自

の
技
術
や
作
業
工
程
を
見
て
き
ま
し
た
。

韓
国
も
日
本
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
工
業
技

術
力
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
よ

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
」

 
 

「
韓
国
の
食
文
化
や
韓
国
の
歴
史
、

そ
し
て
韓
国
の
工
業
の
技
術
な
ど
、
よ

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

 
 

「
韓
国
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
多
く
、
道
路
も
片
側
４
車

線
の
所
を
見
て
、
そ
の
時
初
め
て
海
外

に
つ
い
た
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。｣

 
 

「
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
一
生

懸
命
働
く
日
本
人
や
ア
メ
リ
カ
人
な
ど

と
い
っ
た
国
外
の
方
で
し
た
。
私
は
同

じ
国
外
の
人
が
慣
れ
な
い
土
地
で
一
生

懸
命
働
く
方
々
に
感
動
し
ま
し
た
。
」

 
 

「
韓
国
は
日
本
と
肩
を
並
べ
る
く
ら

い
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
も
負

け
な
い
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
で

す｡
｣

 
 

「
日
本
よ
り
も
戦
争
の
影
響
が
あ
る

と
い
う
の
に
、
町
並
み
が
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
す
さ
ま
じ
い
努
力
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

北
朝
鮮
と
の
国
境
近
く
で
は
、
ま
だ
厳

重
な
警
備
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
際
、

僕
ら
の
乗
っ
て
い
る
バ
ス
に
戦
車
が
横

切
り
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
発
展
し
た
国

が
い
ま
だ
戦
争
と
隣
り
合
わ
せ
な
事
に

ガ
ッ
カ
リ
し
ま
し
た
。
」
な
ど
、
様
々

な
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

 
 

希
望
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た
生

徒
６
名
に
は
、
日
本
以
外
で
の
観
光
を

含
め
工
場
視
察
な
ど
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
し
、
こ

れ
が
将
来
何
ら
か
の
形
で
役
立
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
平
成
20
年
度(

第
２
回)

生
徒
海
外
派

遣
研
修･

報
告
書
よ
り
》

参
加
者
氏
名

〈
研
修
生
６
名
〉

和  

泉  

裕  

也

佐  

藤  

大  

地

土  

田  

哲  

也

光  

井      

駿

若  

林  

翔  

太

中  

林  

孝  

之

〈
随
行
者
７
名
〉

岡  

村      

茂

熊  

倉      

稔

高  

塚  

則  

明

長
谷
川      

貢

石  

黒  

利  

幸

昆      

昌  

喜

斎  

藤      

靖

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
１
組
（
機
械
科
）

  

３
年
２
組
（
機
械
シ
ス
テ
ム
科
）

（
推
進
会
議
議
長
・
同
窓
会
会
長
）

（
推
進
会
議
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
後
援
会
会
長
）

（
推
進
会
議
委
員
・
同
窓
会
副
会
長
）

（
推
進
会
議
委
員
・
同
窓
会
副
会
長
）

（
推
進
会
議
委
員
・
同
窓
会
副
会
長
）

（
推
進
会
議
事
務
局
長
・
同
窓
会
書
記
次
長
）

（
推
進
会
議
事
務
局
長
・
同
窓
会
書
記
長
）




